
 
 

 

 

  

 

 

  今年度の歯科検診で、むし歯なし（治療歯なし）の人は全校で 279 人でした。 

  （内訳として、１年生：92 人 ２年生：100 人 ３年生：87 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

          七尾中学校   

いい歯の人 279 人 
                     （処置歯なしのむし歯なし） 65.3％                                  

七尾中学校の生徒は、毎年、む

し歯なしの割合が高いです。すば

らしいことですね。 

（令和４年度七尾市内の中学校む

し歯なしの平均は、52.3％） 

 むし歯なしの人は、これからも

いい歯を保ってください。 

一方で、春の歯科検診でむし歯があると言われた生徒の治療率がよくありません。令和４

年度治療率：59.4 ％（10月末現在）昨年度の治療率：80.5 ％。 

むし歯は、放置していても治るものではありません。まだ、治療が終わっていない生徒は、

ぜひ早めに治療しましょう。 

 

子どもの歯と口の新たな問題としてあげられているのが、歯肉

炎をはじめとする歯周病です。中高生でも歯肉炎にかかる人が増

えています。歯周病の主な原因は、歯と歯肉の間にたまる歯垢（プ

ラーク）や歯についた歯石です。歯をきれいにするのはもちろん、 

基礎としてそれを支える役割をもつ歯肉も含め、しっかりケアすることが大切です。 

 歯周病は、進行すると脳や血管、心臓などのさまざまな病気につながることがわかっ

ています。全身の健康を支える「基礎」としての役割も、ぜひ覚えておいてください。 

七尾中学校 

保 健 だ よ り 令和 4年 11月号 


